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処理途上水＝トリチ
ウム以外の放射性物
質が基準を超えてい
る水



2018年8月、メディアが報じる前は、
東電・政府は「トリチウム以外は基準を満たしている」と
説明してきた



ALPSを通したので、トリチウム以外は全部除
去できています！

でも、ほかの放射性物質で基準を超えている
の、けっこうあるよ。

やっぱり、約7割で基準を超えていました。
でも、もう一度ALPSに通すので大丈夫！

全部でどのくらい残留しているの？

流す前にはかります！



•東電は３つのタンク群においてのみ、 64核種（ALPS除去対象
核種＋トリチウム＋C14）について測定。

•他のタンク群については、放出する前に順次測定する予定。

•「主要７核種」＋トリチウム＋C14については全タンクについ
て測定。

→放出する放射性物質の総量は不明。
タンク内に残留している放射性物質も限定的
にしか示されていない

東京電力はすべてのタンクを測っている？



すでに測定が終わっているK4タンク群の水
と同様の水を1年間放出する場合
年間放出量：1億2,000万リットル
トリチウム：22兆ベクレル
ストロンチウム90：2500万ベクレル
カドミウム113m：210万ベクレル

東京電力「福島第一原子力発電所における多核種除去設
備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る放射線影響評
価(設計段階)について」p.50-



ヨウ素129  2億4,000万ベクレル／年
セシウム137  4,900万ベクレル／年
プルトニウム239 7万3000ベクレル／年



FoE Japan質問に対する
東京電力からの回答
（2022年2月8日）

130万m3以上のタン
ク水のうち、データ
がそろっている約
3.6万m3をソース
タームとして使った







何をどのくらい放出するのか
放出が終わるまでわからない


